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約１２０００人の子どもたち対象

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
か
ら
ま
も

な
く
１
年
、
攻
め
る
側
も
攻
め
ら
れ
る
側
も

戦
争
は
国
民
に
と
っ
て
地
獄
で
す
。

絶
対
に
戦
争
を
起
こ
さ

せ
な
い
こ
と
が
政
治
の
責

任
、
そ
の
た
め
の
外
交
努
力

こ
そ
必
要
で
す
。

し
か
し
、
岸
田
首
相
は
日
本
が
攻
め
ら
れ

る
前
に
敵
国
を
攻
め
る
た
め
の
敵
基
地
攻
撃

能
力
こ
そ
必
要
と
、
軍
事
費
は
青
天
井
の
勢

い
で
す
。

国
民
に
は
増
税
。
福
祉
・教
育
予
算
は
削

減
さ
れ
、
減
る
年
金
・介
護
や
医
療
費
負
担

の
増
。
そ
し
て
、
原
発
再
稼
働
に
固
執
し
、

老
朽
原
発
の
運
転
期
間
延
長
ま
で
。

日
本
国
憲
法
の
平
和
主
義
、
国
民
主
権
、

基
本
的
人
権
が
こ
れ
ほ
ど
な
い
が
し
ろ
に
さ

れ
て
い
る
と
き
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
共
産

党
は
、
平
和
で
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

社
会
実
現
に
向
け
、
力
を
尽
く
し
ま
す
。

市
は
国
の
臨
時
交
付
金

を
使
い
、
子
育
て
世
帯
の

負
担
軽
減
と
し
て
２
月
、

３
月
分
の
学
校
給
食
費
を

無
償
と
し
ま
し
た
。

宇宇宇宇
田田田田
議議議議
員員員員
は
、
４
月
以
降

に
つ
い
て
も
引
き
続
き
公

費
負
担
を
求
め
、
湯
浅
教

育
部
長
は
、
「
適
切
な

支
援
策
に
つ
い
て
検
討
す

る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

県
内
ほ
と
ん
ど
の
自
治

体
で
は
、
す
で
に
公
費
で

保
護
者
負
担
の
軽
減
を
行
っ

て
い
ま
す
。

人
口
27
万
人
の
水
戸
市

は
、
４
月
か
ら
市
内
全
中

学
校
の
給
食
費
を
無
償
と

す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。

起
立
性
調
節
障
害
は
、
自
律

神
経
の
調
節
不
全
が
原
因
で
あ

り
、
体
が
大
き
く
変
化
す
る
小

学
校
高
学
年
か
ら
高
校
生
く
ら

い
の
子
ど
も
に
発
症
し
や
す
い
。

気
持
ち
の
問
題
で
発
症
し
た
り
、

自
分
の
意
志
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

起
立
性
調
節
障
害
の
周
知
と

子
ど
も
へ
の
適
切
な
対
応
が
重

要
で
す
。

健健健健
康康康康
度度度度
判判判判
定定定定
でででで
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４４４４
人人人人

宇宇宇宇
田田田田
議議議議
員員員員

起
立
性
調
節
障
害
に

対
す
る
取
り
組
み
は
？

教
育
長

起
立
性
調
節
障
害
の
自

覚
症
状
の
有
無
に
つ
い
て
設
問
が

あ
る
「
健
康
度
判
定
」
を
毎
年
学

校
で
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
養
護

教
諭
や
担
任
で
情
報
共
有
し
、
家

庭
に
も
伝
え
て
い
る
。
教
職
員
、

保
護
者
へ
の
周
知
も
図
っ
て
い
く
。

病病病病
院院院院
のののの
診診診診
断断断断
ああああ
りりりり
55556666
人人人人
、、、、
疑疑疑疑
いいいい

はははは
99993333
人人人人

宇宇宇宇
田田田田
議議議議
員員員員

子
ど
も
へ
の
対
応
は
？

教
育
長

登
校
し
て
体
調
が
す
ぐ

れ
な
い
と
き
に
は
保
健
室
で
休
ま

せ
た
り
、
早
退
を
さ
せ
る
。
め
ま

い
が
あ
る
と
き
な
ど
は
治
っ
て
か

ら
登
校
さ
せ
る
な
ど
、
子
ど
も
の

体
調
を
優
先
し
、
症
状
に
合
わ
せ

た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

昨
年
11
月
に
市
長
選
・
市
議
補
選
が
お
こ
な
わ
れ
、
新
た
な
体
制
で
12
月

議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
宇
田
議
員
は
一
般
質
問
、
総
務
生
活
委
員
会
で
議
案

質
疑
と
討
論
、
本
会
議
で
討
論
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
２
３
年
度
予
算

に
対
す
る
要
望
書
を
提
出
し
、
市
長
・
教
育
長
と
懇
談
し
ま
し
た
。

文
部
科
学
省
は
、
２
０
２
１

年
度
の
不
登
校
児
童
生
徒
数
が

24
万
人
を
超
え
、
過
去
最
高
だ

と
発
表
し
ま
し
た
。

本
市
も
昨
年
度
小
学
校
１
０

９
人
、
中
学
校
１
７
６
人
で
増

加
傾
向
で
す
。

学
校
に
行
け
な
い
と
も
う
未

来
が
な
い
と
、
生
ま
れ
て
10
年

前
後
の
子
ど
も
が
死
ぬ
ほ
ど
苦

し
ん
で
い
ま
す
。
特
に
義
務
教

育
終
了
と
な
る

中
学
３
年
生
は

最
大
の
危
機
で

あ
り
、
保
護
者

も
含
め
て
、
丁

寧
な
対
応
が
必
要
で
す
。

個個個個
にににに
応応応応
じじじじ
たたたた
支支支支
援援援援

宇宇宇宇
田田田田
議議議議
員員員員

ど
の
よ
う
な
支
援

体
制
が
あ
る
の
か
？

教
育
長

心
の
サ
ポ
ー
タ
ー
、

心
の
教
室
相
談
員
、
家
庭
相
談

員
、
き
ず
な
サ
ポ
ー
タ
ー
等
個
々

の
実
態
に
応
じ
た
支
援
が
で
き

る
よ
う
配
置
し
て
い
る
。

指指指指
導導導導
要要要要
録録録録
上上上上
はははは
出出出出
席席席席
扱扱扱扱
いいいい

宇宇宇宇
田田田田
議議議議
員員員員

不
登
校
の
子
の

「
出
欠
」
の
扱
い
は
？

教
育
長

出
席
簿
は
欠
席
で
も
、

指
導
要
録
上
は
学
校
外
の
施
設

で
相
談
指
導
を
受
け
る
と
き
に
、

校
長
が
認
め
る
場
合
は
出
席
扱

い
に
で
き
る
。

自
宅
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を

う
け
る
場
合
も
要
件
は
あ
る
が

同
様
の
扱
い
で
あ
る
。

子子子子
どどどど
もももも
のののの
努努努努
力力力力
をををを認認認認

めめめめ
るるるる
評評評評
価価価価

宇宇宇宇
田田田田
議議議議
員員員員

通
知
表
の
「
成
績
」

の
つ
け
方
は
？

教
育
長

学
校
と
保
護
者
で
確

認
し
な
が
ら
対
応
し
て
る
。
学

校
が
準
備
し
た
課
題
（
子
ど
も

の
実
態
に
応
じ
て
設
定
）
や
各

自
の
学
習
の
成
果
物
な
ど
を
提

出
し
て
も
ら
い
、
子
ど
も
の
努

力
を
認
め
、
適
切
な
評
価
に
つ

な
げ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

欠欠欠欠
席席席席
理理理理
由由由由
をををを
自自自自
己己己己
申申申申
告告告告

宇宇宇宇
田田田田
議議議議
員員員員

高
校
入
試
で
の
出

席
日
数
の
影
響
、
配
慮
は
？

教
育
長

県
立
高
校
の
入
試
で

は
、
欠
席
が
多
い
こ
と
や
障
害

が
あ
る
こ
と
で
生
ず
る
こ
と
等

に
つ
い
て
説
明
す
る
必
要
が
あ

る
場
合
は
、
本
人
と
保
護
者
が

作
成
す
る
自
己
申

告
書
を
出
願
先
の

高
等
学
校
長
に
提

出
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

入入入入
試試試試
でででで
のののの
特特特特
別別別別
のののの
配配配配
慮慮慮慮

宇宇宇宇
田田田田
議議議議
員員員員

入
試
の
際
に
特
別

の
配
慮
は
可
能
か
？

教
育
長

事
前
に
中
学
校
長
か

ら
志
願
先
高
等
学
校
長
へ
配
慮

す
べ
き
点
に
つ
い
て
相
談
す
る

こ
と
で
、
試
験
当
日
に
配
慮
し

て
も
ら
え
る
。
（
ル
ビ
付
き
の
試

験
問
題
、
文
字
を
大
き
く
す
る
等
）

ご

相

談

は

お

気

軽

に

宇宇宇宇田田田田たたたたかかかか子子子子市市市市議議議議

武武武武田田田田ささささととととしししし

くくくくららららしししし救救救救援援援援室室室室長長長長
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岸田首相は、最長でも60年とされている原発の運転期間
の延長の方針を打ち出しました。東海第二原発は福島の事
故以来11年以上運転停止していますが、その期間は運転期
間から除くことにするというのです。しかし、運転停止期
間にも施設の劣化は進み、事故の危険は増大します。
福島の原発事故後未だにふるさとに帰れず、放射能の被

害に苦しむ方たちが何万人もいます。事故を起こした原発
の格納容器の中がどうなっているのかさえ未だにわからな
いまま、原発敷地内にたまり続ける放射能汚染水を今後何
十年にもわたって海に放出しようとしています。原発事故
の被害ははかり知れず、再稼働はやめるべきです。
日本の再生可能エネルギーの潜在的可能性は、今の必要

電力量の数倍以上あると環境省は試算しています。政府は
速やかに再生可能エネルギーの普及にこそ力を注ぐべきで
す。

宇宇宇宇田田田田議議議議員員員員 「国が前面に立ち、あらゆる対応をとる」と
言っているが？
大大大大谷谷谷谷市市市市長長長長 これまで通り住民の安全を最優先に、所在地
域６市村で構成する原子力所在地域首長懇談会において協
議を進めていく。
宇宇宇宇田田田田議議議議員員員員 ６市村のうち、本市だけになっても、避難計
画ができていなければ再稼働は認められないと言い続ける
か？
大大大大谷谷谷谷市市市市長長長長 東海第二原発の再稼働の是非の判断は、施設
の安全対策はもちろん、事故発生時の防護措置となる避難
計画の策定についても一体的にとらえて議論していかなけ
ればならない。避難計画の策定が前提になる。
市民の安全・生活を最優先に極めて慎重に判断すべき問題
であり、市民の安全が確保されない限り再稼働はできない。

宇宇宇宇田田田田議議議議員員員員 避難計画策定と公表する段階で実効性は必要
か、必要ではないか？
白白白白土土土土市市市市民民民民生生生生活活活活部部部部長長長長 当地域のUPZ圏には約９４万人が生
活し、避難計画として求められる対策のレベル、避難の困
難さは他の原発立地地域とは違う。
避難計画策定に当たっては、避難所の一人当たりの面積の
問題、複合災害への対応、バス・福祉車両等移動手段の確
保など多くの検討事項が残されている。
多くの検討事項の一つ一つに対してしっかりと対策対応を
考え検証していくことが必要。
避難計画をどういう段階で公表するのか、その時期につい
ては現時点で具体的に示すことは難しい。

個個個個人人人人情情情情報報報報はははは、、、、守守守守るるるるももももののののかかかからららら利利利利活活活活用用用用すすすするるるるももももののののにににに

２０２１年５月に成立したデジタル改革関連法は、首相
のもとに強い権限と予算を持つデジタル庁を新設し、国や
地方自治体のシステムや規定を標準化・共通化し、マイナ
ンバーで情報連携し、個人情報を含む国民のデータの利活
用を強力に押し進めるものです。
国の個人情報保護法改正に伴い、国、民間、地方公共団

体の個人情報保護の制度を１本の法律に統一し、各自治体
の個人情報保護条例は廃止されました。自治権の侵害であ
り、地方分権に逆行します。住民の個人情報は、守られる
べきものから、データとして民間企業に利活用されるもの
になります。情報漏洩の危険、情報の自己コントロール権
の侵害につながるとして、宇田議員は議案に反対しました。

12月27日、日本共産党ひたちなか市委員会は、市の2023
年度予算への103項目にわたる要望書を提出し、市長、教
育長と懇談しました。

大谷市長 宇田議員 武田くらし救援室長 大内委員長

野沢教育長

教教教教育育育育長長長長 「「「「先先先先生生生生もももも子子子子

どどどどもももももももも楽楽楽楽ししししいいいいとととと思思思思ええええ

るるるる学学学学校校校校ににににししししたたたたいいいい」」」」

市市市市長長長長 「「「「ししししっっっっかかかかりりりり読読読読まままま

せせせせてててていいいいたたたただだだだききききまままますすすす」」」」

個個個個 人人人人 情情情情 報報報報 がががが
危危危危なななないいいい！！！！
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